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香
取
遺
産

　

五ご

郷ご
う

内う
ち

地
区
に
あ
る
樹
林
寺
は
、

千
葉
氏
ゆ
か
り
の
古
刹
で
、
夕ゆ

う

顔が
お

観か
ん

音の
ん

の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
号
は
白
華
山
、
臨
済
宗
妙
心
寺

派
の
お
寺
で
、
ご
本
尊
は
秘
仏
の
千せ

ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

で
す
。寺
伝
な
ど
に
よ
れ
ば
、

延
長
元
年
（
9
2
3
）、
夕
顔
の
畑

か
ら
出
現
し
た
霊
仏
と
い
わ
れ
、
夕

顔
観
世
音
菩
薩
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

大
治
年
中
（
1
1
2
6
〜
）
に
千

葉
介
平
常
重
が
、
夢
枕
の
お
告
げ
に

よ
り
堂ど

う

宇う

を
稲
荷
山
の
中
腹
に
建
立

し
、
こ
の
霊
仏
を
安
置
し
た
の
が
樹

林
寺
の
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
常
重
の
孫
、
森
山
城
主
東と

う
の

胤た
ね

頼よ
り

が
堂
宇
を
再
建
し
、
貞
和
年
間

（
1
3
4
5
〜
）
に
は
、
そ
の
後こ

う

裔え
い

の
静
胤
が
再
び
堂
宇
を
改
修
。
こ
の

時
、
覚
源
禅
師
（
静
胤
の
子
、
楽
胤
）

を
迎
え
、真
言
宗
か
ら
禅
宗
へ
改
宗
、

開
山
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
幕
府
か
ら

寺
領
五
石
と
山
林
十
余
町
歩
の
朱
印

地
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
元
禄
15

年
（
1
7
0
2
）
に
は
、
五
代
将
軍

徳
川
綱
吉
の
母
、
桂
昌
院
が
、
夕
顔

観
音
の
霊れ

い

験げ
ん

あ
ら
た
か
な
る
の
を
聞

き
、
江
戸
城
中
で
百
日
間
の
ご
開
帳

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
下
総
名
勝
図
絵
」
に
は
、
幕
末

期
の
樹
林
寺
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

街
道
沿
い
の
2
階
建
て
の
大
き
な
山

門
、
石
段
を
登
り
詰
め
た
正
面
に
見

え
る
本
堂
の
ほ
か
、
鐘し

ょ
う

楼ろ
う

、
庫く

裏り

な

ど
多
く
の
建
物
が
配
置
さ
れ
、
大
き

な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま

す
。残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
建
物
は
、

明
治
4
年
（
1
8
7
1
）
の
火
災
で

悉
こ
と
ご
と

く
焼
失
し
、
本
堂
、
庫
裏
、
鐘
楼

が
後
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
絵
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

本
堂
前
の
境
内
に
「
四
季
桜
」
と
呼

ば
れ
る
珍
し
い
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
開
山
覚
源
禅
師
の
お
手
植
え

と
伝
わ
る
桜
で
、江
戸
時
代
の
地
誌
、

赤
松
宗
旦
「
利
根
川
図
志
」
で
も
四

季
咲
の
桜
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。明
治
の
火
災
に
遭
っ
た
た
め
か
、

「千葉氏ゆかりの古
こさつ

刹」

寺
の
治
革
な
ど
で
は
、
大
火
後
そ
の

古
株
か
ら
更
に
発
芽
し
た
と
伝
わ
り

ま
す
。

　

最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
株
立

3
本
に
よ
り
樹
形
を
形
成
、
樹
高

5
2
0
㎝
、
根
元
周
2
1
4
㎝
、
幹

周
1
3
6
㎝
（
い
ず
れ
も
3
本
の
総

和
）
を
計
り
ま
す
。
周
囲
を
石
の
瑞み

ず

垣が
き

で
囲
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
嘉

永
4
年
（
1
8
5
1
）
3
月
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
石
柱
に
俳
句
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

四
季
桜
は
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
マ
メ

ザ
ク
ラ
の
交
雑
種
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
四
季
と
い
っ
て
も
1
年
中
咲

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
に

2
度
ほ
ど
開
花
す
る
よ
う
で
す
。
樹

林
寺
の
四
季
桜
の
場
合
は
、
10
月
か

ら
1
月
頃
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
昭
和
51
年
に
市
指
定
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）
1
2
2
4

樹
じゅ

林
りん

寺
じ

の四季桜

る
知
識
を
網
羅
し
た
手
引
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
玄
社
）

も
り
の
か
く
れ
ん
ぼ
う

末
吉
暁
子
／
作
・
林
明
子
／
絵

　

お
兄
ち
ゃ
ん
と
公
園
で
遊
ん

だ
帰
り
道
、
け
い
こ
は
見
知
ら

ぬ
森
に
迷
い
込
む
。
現
れ
た
の

は
木
の
枝
の
よ
う
な
姿
を
し
た

男
の
子
。
け
い
こ
は
男
の
子
や

森
の
動
物
た
ち
と
一
緒
に
、
怖

い
こ
と
も
忘
れ
て
か
く
れ
ん
ぼ

を
始
め
た
。
楽
し
い
隠
し
絵
の

絵
本
。 

（
偕
成
社
）

▲幕末期の樹林寺（「下総名勝図絵」より）

▲平成22年₁月撮影

₈月22日国体への思いを張子に込めて
　千葉国体開催までわずか
となったこの日、佐原町並
み交流館で、佐原張子職人
の鎌田芳朗さんを講師に、
チーバくん張子の絵付け体
験教室が開催されました。
参加者が作ったチーバくん
張子は、全国から訪れる皆
さんへの ｢おもてなし｣ の
ひとつとして、市内の各競
技会場に飾られます。

₈月24日未来のクルマを描く
　移動ショップ「なかよし」
をお手伝いしている、東京
大学大学院生のグループ
が、小学生と一緒に、未来
の暮らしを豊かに楽しくす
るクルマを考えようと、絵
や模型作りのイベントを行
いました。子どもたちは、
自由な発想で設計図や₂階
建ての車の模型など、夢中
になって作り上げました。

₈月₁日㈰　水郷おみがわ花火大会
　　₂日㈪　佐原水郷梨組合臨時総会
　　₃日㈫　中学校姉妹校交流事業出発式
　　₅日㈭　食中毒予防パレード出発式
　　　　　　市長談話室（₆・₉日）
　　₇日㈯　 佐原駅前商店街 なつかしの夕市　　　　　　ちびっ子花

火大会
　　₈日㈰　青少年のつどい大会
　　14日㈯　さわら・町並み・夕涼み
　　　　　　「盆ふぇすたin佐原2010」
　　　　　　八筋川観世音菩薩祭礼
　　19日㈭　防災防犯関係団体緊急時連携会議
　　20日㈮　市議会全員協議会
　　23日㈪　人権施策推進懇話会委員委嘱式
　　　　　　香取のふるさとまつり第2回実行委員会
　　25日㈬　定例記者会見
　　27日㈮　市議会9月定例会開会
　　28日㈯　水郷杯争奪中学生柔道大会
　　　　　　まつりin水の郷2010
　　30日㈪　市議会9月定例会

₈月の主な行動

▲宇井市長の願いが込めら
れた夢灯篭（₈月14日）

　 佐原駅前商店街 なつかしの夕市　　　　　　ちびっ子花

狩り作業で自然体験
中高大学生がボランティア草

　子どもの健全育成ボランティア
として活動している、NPO法人
「子どもの環境を守る会 ワール
ド」（松戸市）が、栗源地区で草
刈り作業などの自然体験を、₈月
24日から₃日間行いました。
　草刈り作業は今年で₂年目。参
加した中高大学生は、旧沢小学校
に宿泊しながら同地区の草刈りボ
ランティアを行いました。
　若者たちは、初めて使う草刈機
を手に「暑くて大変だけど楽しい」
「来年もまた来ます」と、汗だく
の笑顔で自然を満喫しました。

▲汗だくになって草を刈る参加者

₈月28日風を感じてカヌーを楽しむ
　初心者から競技者までを
対象とした、わくわくカヌー
体験教室が、黒部川カヌー
特設競技場で開催されまし
た。初心者は、慣れない操
作に悪戦苦闘しながらも、
時間を追うごとにカヌーを
うまく操作し、水を切って
進むカヌーの楽しさを満喫
しました。


